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1． 研究の背景・目的

まず，この研究をおこなうにあたって，実社会や同類の過去の研究についての背景を書く事が望ましい．具体的には，実社会や過去に発表された同類の研究において，現状や問題点等を記述する．但し，この研究の背景が十分に広く認識されており，必要が無いと思われる場合には（読者を専門分野の人に限定した場合等は特に），研究の背景を削除する事が可能である．
研究の背景を踏まえ，この研究をおこなう意義やこの研究から得られる有益な点（結果）等を，研究の目的として，具体的且つ簡単に述べる．但し，要旨の様に文字数が限られている場合は，この研究から得られる有益な点（結果）を，あえてここでは記述せずに，“まとめと今後の課題”（後述）で記述する場合もある．
通常の論文であれば，研究の背景と目的は，章を変えて記述するのが一般的であるが，要旨の様に文字数が限られている場合には，同じ章に記述する場合が多い．また，研究の背景・目的を“はじめに”等と記述する場合もある．

2． 研究の手法･手順について
次に，どの様にして研究をおこなったか，その具体的な手法･手順について記述する．但し，単にその手法のみを記述するのでは無く，この研究の手法・手順を採用・実施するにあたっての，具体的な経緯（過去に発表された同類の研究との比較も含む）や新規性・有用性を記述する事が望ましい．
具体的な手法・手順については，この論文を読んだ人が，同じ手法・手順で同じ研究を追試出来る様に詳細に記述する事が求められる．但し，要旨の様に文字数が限られている場合には，簡略化（箇条書き等）して記述する場合が多い．
2.1. 章･節の使い方
もし，１つの章が複数の節に分割可能であるならば，読み易さの観点から，節に分割する事が望ましい．

単に章番号の場合には，“２．”等と全角数字で，章･節の場合には“2.2.”等と半角数字で記述する事が望ましい．また，章･節のタイトルは，フォント“MS Pゴシック”10.5pt太字に統一する事が望ましい．さらに，章・節の区切りには，１行の空行を挿入するが，この場合，単なる１行では無く，“書式→段落→行間（固定値）/間隔(6pt)”とする事が望ましい．
それ以外の部分については，フォント“MS P明朝”10.5pt標準とし，論文要旨のタイトルに限っては，フォント“MS Pゴシック”12pt太字とする事が望ましい．英文の場合には，基本的にフォント“Times New Roman”10.5pt標準が望ましいが，文中のレイアウト・美観の為や事情によって，他のフォントを使用しても良い．但し，Microsoft Windows及びMicrosoft Officeが標準で使用しているフォント以外を使用した場合，印刷が出来なくなるので注意する事．

フォントにプロポーショナル・フォントを用いている為，全体の文字数は若干変化する．
3． 研究の結果（実験結果）
研究の結果を具体的に記述する．第３者による客観的な評価を可能にする為，数値（表やグラフによる）データの提示が望ましい．可能であれば，過去に発表された同類の研究との結果の比較をおこなう事が望ましい．

この場合，この論文を読んだ人が，同じ条件で追試できる様に，詳細なデータの取得条件（実験環境等）を記述する事が求められる．但し，要旨の様に文字数が限られている場合には，簡略化（表やグラフのみ）して記述する場合が多い．
4． まとめと今後の課題
研究の結果（実験結果）の考察をおこなうと共に研究の総括をおこなう．可能な限り，具体的且つ客観的な考察をおこなう．

最後に，研究において，解決出来なかった問題点や改良点等を，今後の課題として述べる．この場合，単に問題点や改良点を述べるだけでは無く，これらの今後の解決方法について検討をおこなう事が望ましい．
一般的に，“まとめ”と“今後の課題”は別の章にする場合が多い．但し，要旨の様に文字数が限られている場合には，同一の章に記述する場合もある．
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